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第 3 章では、複数の波長に対する並列制御を実現する波長多重位相光学素子 (WMDPE) を開発した。設計手法を
考案し、その正当性を示した。 7 波長の WMDPE を作製し、各設計波長に対して正しい出力パターンが得られるこ
とを確認した。数値計算により、 WMDPE の性能に関する多くの知見を示した。
第 4 章では、 WMDPE の応用として、シャーシ間波長多重光インターコネクションを考案した。異なる接続パター
ンを実現する 2 種類の WMDPE を設計し、その性能を評価した。また、通信波長による受信ボード切り換えや、複
数のボードへのブロードキャストを可能にする接続パターンが得られることを実験的に確認した。
第 5 章では、垂直共振器型面発光レーザー (VCSEL) アレイを用いた光マニピュレーション技術を考案し、その機
能を実証した。システムを試作し、複数物体の一括輸送、発光ピクセルの切り換えによる物体輸送、ピクセル間隔以
下の精密な物体位置制御、複数ビームの照射による物体輸送速度の向上に関する実験結果を示した。

































ユレーション技術の多くの特徴を明らかにしている。また、 VCSEL アレイの発光ピクセルの切り換えによる 3 次元
物体操作を実証している。
以上のように、本論文は、光の複数の属性の一括・並列制御により効率的に機能や効果を得る並列光制御技術の開
発およびその実用的な応用への展開について述べたものである。これらの成果は、フォトニック情報工学の今後の発
展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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